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令
和
５
年
５
月
日
日

（本
）
か
ら

５

月

２ 。
日

（
土

）

ま

で

の

‐ 。
日

間

・
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全

の
確
保

横
断
歩
道
を
渡
る
際
に
は
、
運
転
者
に

対
し
て
横
断
す
る
意
思
を
明
確
に
伝
え
、

安
全
確
認
し
て
か
ら
、横
断
し
ま
し
よ
う
。

ま
た
、
停
止
し
た
車
両
の
運
転
手
に
会

釈
を
す
る
等
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま

し
よ
つヽ
。

・
横
断
歩
道
歩
行
者
事
故
等
の
防
止
と
安

全
運
転
意
識
の
向
上

○
学
校
周
辺
や
登
下
校
時
間
帯
は
、
こ
ど

も
の
動
向
に
注
意
し
、
通
学
路
で
の
事
故

を
防
止
し
ま
し
よ
う
。

○
横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
す
。
横
断

歩
道
に
近
づ
け
ば
減
速
し
、
横
断
し
よ
う

と
す
る
歩
行
者
が
い
な
い
か
確
認
し
、
歩

行
者
が
い
れ
ば
、
一
時
停
止
し
ま
し
よ
う
。

・
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル

ー
ル
連
守
の
徹
底

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
頭
部
を
保
護

し
、
交
通
法
規
を
守
り
、
安
全
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

う

た

世
作成者
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】
し`巳

行

楽

の

こ

の
季

節

、

何

か

と

外

出

す

る

機

会

も

増

え

、

自

宅

を

留

守

に
す

る

こ
と
が

多

い
と

思
わ

れ

ま
す

。

皆

さ

ん

、

自

宅

を

留

守

に

す

る

時

は

、

例

え

近

く

に

行

く

と

し

て

も

、

必

ず

出

入

口

等

に

は

、

カ

ギ

を

掛

け

て
く
だ
さ

い
。 礫 鞭鶴
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特殊詐 被害防止専用フリーダイヤル「ちよつと確認電話」

0120-508-878(こ れはわなや)

こ
の
言
葉
が

出
た
ら
詐
欺

！

特

殊

詐

欺

に
遭

わ

な

い
た

め

に
は

、

手

口

を

知

っ

て

お

く

こ

と

が

大

事

で

す
。

「
あ

な

た

の
キ

ャ

ッ
シ

ュ
カ

ー

ド
が

使

わ

れ

て

い
ま
す

」

「
電

子

マ
ネ

ー

カ

ー

ド

を

買

っ
て
番

号

教

え

て
」

「
宅

配
便

で
現
金

を
送

っ
て
」

「
〇
億

円
が

当
選

し
ま

し
た

」

「
パ

ソ

コ
ン
が

ウ

イ

ル

ス
に
感

染

」

「
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
還

付
金
が

受

け

取
れ
ま
す

」

こ
れ

ら

は

、

す

べ

て
特

殊

詐

欺

に
使

わ

れ

る
文
言

―

あ

な

た

の

周

り

の

家

族

、

友

人

に

も

教

え

て
あ

げ

て
く

だ

さ

辰

ヶ

浜

地

内

の

道

は

、

細

い

道

が

多

く

、
　

一
台

の

非

常

識

な

駐

車

違

反

車

両

の

せ

い

で

救

急

車

等

も

通

行

で

き

な

く

な

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

み

な

さ

ん

も

マ

ナ

ー

を

守

っ

て

、

迷

惑

駐

車

の

根

絶

に

ご

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

○
菜
の
花
や
記
念
写
真
は
皆
笑
顔

森
山
　
千
代

○
マ
ス
ク
と
れ
表
情
豊
か
卒
業
す

青
占
　
檀
子

○
お
生
産
の
八
ッ
橋
パ
リ
パ
リ
春
う
ら
ら

梅
本
　
明
宏

○
そ
う
言
え
ば
そ
の
様
に
鳴
く
時
鳥

梅
本
　
泰
子

○
花
同
志
お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゆ
う
木
瓜
咲
け
り

梅
本
　
哲
夫

○
玉
ね
ぎ
の
主
軸
が
倒
れ
日
脚
伸

菖
谷
　
明
憲
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春の全国交通鐵企運動
運動の期間 :令和 5年 5月 11日 (本)～ 20日 (土 )

運動の重点
①子供を始めとする歩行者の安全の確保

横断歩道を波る際には、運転者に対 して横断する意思を明確に伝え、安全を確
認 してから横断 しましょう。

また、停止 した車両の運転手に会釈をする等、感謝の気持ちを伝えましょう。
②横断歩行者事故等の防止 と安全運転意識の向上
・ 学校周辺や登下校時間帯は、子供の動向に注意 し、通学路での事故を防止 しま

しょう。
・ 横断歩道は歩行者優先です。横断歩道に近づけば減速し、横断しようとする歩

行者がいないか確認の上、歩行者がいれば必ず一時停止 しましょう。
③自転車のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底
。 自転車事故で亡くなった方の多くは頭部に致命傷を負っています。

自分の命を守るためにも自転車に乗るときはヘルメットを着用 しましょう。
・ 自転車は、原則として車道の左側を通行 し、歩道を通行する場合は車道寄 りを

徐行するなど、交通法規を守 り、安全に利用 しましょう。

めたときは、必ず横断歩道の手前で一時停止し、歩行者に進路を譲ってください。
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特殊詐欺に遭わないためには、手口を知っておくこ

とが大事です。
「あなたのキャッシュカー ドが使われています」
「電子マネーカー ドを買って番号教えて」
「宅配便で現金を送って」
「〇億円が当選しました」
「パソコンがウイルスに感染」
「ATMで 還付金が受け取れます」

これらは、すべて特殊詐欺に使われる文言 !

あなたの周 りの家族、友人にも教えてあげてくださ

ν

音声ガイダンスを悪用した詐欺に注意 !

携帯電話に非通知などで電話があり、電
動白

Ｈ
のど

共ヽ
゛
′
く

るあユ
″金料納未とる■

４
口
μに

声
号
繋

一
お
で

話
音
番
に
ネ
　
人

通知が
を押す
がり、
カー ド
金に関
悩まず

流れます。
と、窓口担
未納料金代
を購入する
する電話や

ガイダンスに従って
当者などを名乗る者
などとして、電子マ
よう要求されます。
メールがあれば、一

レ 、まずは警察に相談してくださ
い 。

編集発行

有田湯溝警察署

TEL
64-0110

作成者

箕島駅前交書

手口による
詐欺にもご注意を

ャッシ

有田湯浅警察署では、防災無線により特殊詐欺事件の警戒広報等を実施することがあります。ご協力お願いします
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